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９月　
定例
議会 

　平成23年第３回定例会は、９月７日から16日ま

での10日間の日程で開催されました。

　今回の定例会では人事案件、条例の一部改正、

各補正予算などの20議案について可決しました。

また、平成22年度板倉町一般会計歳入歳出決算と

各特別会計歳入歳出決算を認定しました。

可

決

補

正

予

算

予算総額補正額項  目

5,590,20319,209一 般 会 計

121,695200後期高齢者医療特別会計

2,036,2696,885国民健康保険特別会計

1,065,82220,878介 護 保 険 特 別 会 計

64,7012,400水 道 事 業 会 計

( 資 本 的 収 入 ）

（単位：千円）

人
事
案
件
・
条
例
の
一
部
改
正
・
補
正
予
算
・
決
算
認
定
な
ど
　
議
案
を
可
決

20

４
，
９
５
７
万
２
千
円（
一
般
会
計

特
別
会
計

 

）追
加
補
正

平
成
　
年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定

22

一
般
質
問
に
は
５
名
が
登
壇

議会
初日

９
７昌

９月定例議会

　
佐
山
和
雄
さ
ん（
大
字
海
老
瀬
）

が
任
期
満
了
に
伴
い
再
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
板
倉
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用
情

勢
に
対
応
し
て
税
制
の
整
備
を
図

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
地
方
税

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
町

税
条
例
に
お
い
て
、
過
料
の
額
の

引
き
上
げ
等
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　◆
財
産
の
無
償
譲
渡

　
第
　
行
政
区
原
宿
自
治
会
が
認

24

可
地
縁
団
体
と
し
て
、
認
可
が
決

定
を
し
、
団
体
と
し
て
土
地
の
取

得
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
元
々

原
宿
地
域
住
民
の
共
有
地
で
あ
り

ま
し
た
当
該
土
地
が
、
２
０
０
名

に
も
及
ん
で
い
た
た
め
、
便
宜
上

町
名
義
で
所
有
権
保
存
の
登
記
を

し
て
い
た
も
の
を
無
償
で
譲
渡
す

る
も
の
で
す
。

◆
町
道
路
線
の
認
定

　
八
間
樋
橋
架
け
替
え
及
び
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
事
業
の
施
行
に
つ

い
て
、
橋
梁
架
け
替
え
工
事
を
中

心
に
群
馬
県
の
支
援
を
受
け
て
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
一
般
県
道
海

老
瀬
～
飯
野
線
の
一
部
を
町
道
と

し
て
認
定
を
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

そ

の

他

◆
板
倉
町
教
育
委
員
会
委
員

　
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
長
谷

見
和
夫
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
小
島
正
盛
さ
ん（
大

字
細
谷
）を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

◆
板
倉
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　
委
員
３
名
の
う
ち
、
田
村
謙
一

さ
ん
が
２
期
６
年
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
後
任
と
し
て
北
山
圭
一
郎

さ
ん
（
大
字
西
岡
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
板
倉
町
公
平
委
員
会
委
員

人

事

案

件

平成23年平成23年度度
補正予算補正予算をを
可決しまし可決しましたた

下表のとおり
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◆一般質問

て
い
る
の
で
研
究
し
た
い
。

問
・
今
、
５
０
０
自
治
体
が
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

県
内
で
前
橋
市
、
高
崎
市
の

ほ
か
に
渋
川
市
で
も
９
月
補

正
で
予
算
づ
け
を
し
て
い

る
。
そ
れ
も
何
　
万
円
位
の

10

予
算
で
あ
る
。
本
当
に
や
ろ

う
と
な
れ
ば
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
稼
働
で
き
る
。
た
だ
時
間

が
か
か
る
た
め
、
平
時
か
ら

の
準
備
を
重
ね
て
い
く
事
が

大
事
で
あ
る
。

答
・
総
務
課
長
　
具
体
的
に
は
町

と
契
約
し
て
い
る
両
毛
シ
ス

テ
ム
ズ
を
招
い
て
研
究
し
て

い
る
が
取
っ
か
か
り
の
段
階

で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
で
職
員
を

現
地
派
遣
し
た
が

 
問
・
東
日
本
大
震
災
で
本
町
の
職

員
を
現
地
に
派
遣
し
た
が
現

地
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
は

産
、
準
禁
治
産
の
制
度
に
変

わ
り
、
介
護
保
険
法
の
施
行

に
合
わ
せ
、
平
成
　
年
４
月

12

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
後
見
制

度
利
用
に
関
す
る
実
施
要
綱

を
作
っ
て
い
る
。
た
だ
介
護

保
険
制
度
に
不
随
し
作
ら
れ

て
い
る
の
で
　
歳
以
上
と
限

65

定
が
あ
る
。　

歳
以
下
の
対

65

象
者
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
が
改
正
さ
れ
、
来
年
４
月

か
ら
要
綱
を
作
成
し
助
成
で

き
る
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

問
・
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
介
護

を
し
て
い
る
の
は
母
親
が
最

も
多
く
、
本
町
で
も
そ
れ
に

匹
敵
す
る
の
で
は
と
思
っ
て

い
る
。
親
に
頼
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
実
態

で
あ
る
。
全
体
的
な
実
態
調

査
が
大
事
で
は
。

答
・
福
祉
課
長
　
そ
う
い
っ
た
相

談
も
あ
る
。
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を

続
け
て
い
き
た
い
。

し
て
い
る
の
か
。
結
果
、
本

町
に
取
り
入
れ
る
事
例
の
把

握
は
。

答
・
総
務
課
長
　
職
員
２
名
を
派

遣
し
た
。
基
本
的
に
は
事
務

的
な
活
動
で
現
場
の
混
乱
は

大
変
で
あ
っ
た
と
の
報
告
を

聞
い
て
い
る
。

親
亡
き
後
の
障
害
者
支
援

本
町
の
考
え
、
取
り
組
み
は

 
問
・
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
親
に

と
っ
て
親
亡
き
後
の
行
く
末

に
は
不
安
が
あ
り
切
実
な
悩

み
で
あ
る
。
財
産
管
理
や
契

約
行
為
を
本
人
に
代
わ
っ
て

援
助
者
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
成

年
後
見
制
度
の
支
援
が
あ
る

が
自
治
体
の
浸
透
が
ま
だ
ま

だ
で
あ
る
。
親
亡
き
後
の
障

害
者
支
援
に
つ
い
て
本
町
の

考
え
、
取
り
組
み
は
。

答
・
福
祉
課
長
　
現
在
、
板
倉
町

に
は
知
的
障
害
・
精
神
障
害

で
手
帳
の
所
持
者
が
合
わ
せ

て
１
５
３
名
で
あ
る
。
保
護

者
や
そ
の
家
族
も
年
々
高
齢

化
し
て
き
て
い
る
。
障
害
者

の
権
利
ま
た
財
産
を
守
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
民
法
に
よ
り

補
助
制
度
、
ま
た
保
佐
制

度
、
成
年
後
見
制
度
が
禁
治

ベ
ー
ス
に
被
災
者
台
帳
を
作

成
。
被
害
状
況
を
入
力
す
る

こ
と
で
罹
災
証
明
書
の
発
行
、

支
援
金
等
の
交
付
、
救
援
物

資
の
管
理
な
ど
、
一
元
管
理

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

課
長
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

答
・
総
務
課
長
　
こ
の
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
管
理
内
容
に

つ
い
て
十
分
承
知
し
て
い
な

い
所
が
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
有
効
性
は
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
今
後

研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問
・
本
町
で
は
シ
ス
テ
ム
導
入
の

考
え
は
。

答
・
総
務
課
長
　
専
門
業
者
が
技

術
的
に
習
得
し
な
い
と
シ
ス

テ
ム
が
動
く
よ
う
な
形
に
な

ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
内

容
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
も

の
が
素
早
く
管
理
で
き
る
の

で
費
用
面
と
合
わ
せ
研
究
し

た
い
。
ま
た
導
入
に
向
け
て

前
橋
市
、
高
崎
市
が
導
入
し

平
時
か
ら
の
備
え
が
重
要

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

 
問
・
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
か
月

に
な
る
。
避
難
所
で
は
依
然

と
し
て
不
自
由
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
い
ち

早
い
被
害
情
報
の
把
握
と
き

め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
大
事
で
あ
る
。
被
災

者
支
援
に
必
要
と
な
る
膨
大

な
行
政
事
務
の
効
率
化
が
求

め
ら
れ
る
。
平
時
か
ら
の
備

え
が
重
要
だ
。
１
９
９
５
年

阪
神
淡
路
大
震
災
で
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
兵
庫
県
西

宮
市
が
独
自
に
開
発
し
た
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
住

民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
を

行
政
も
住
民
も
助
か
る

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
を
！

一

般

質

問

議会２日目
９月８日昭

①
秋
山
　
豊
子
　
議
員

▲チラシなどで制度の周知
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９月　
定例
議会 

理
し
て
ほ
し
い
が
な
か
な
か

難
し
い
。
農
地
を
ど
う
い
う

形
で
利
用
し
て
い
く
か
改
善

す
る
か
計
画
書
を
提
出
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
環
境
、
建

設
、
農
政
部
局
と
協
議
、
ま

た
経
営
基
盤
促
進
法
に
基
づ

く
円
滑
化
団
体
と
協
議
連
携

を
図
り
な
が
ら
改
善
す
る
方

向
を
検
討
し
て
い
く
。

答
・
町
長
　
放
棄
地
に
対
す
る
問

題
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

が
想
定
さ
れ
る
。
今
の
現
状

で
は
細
か
な
対
応
は
で
き
な

い
が
放
置
し
て
お
く
こ
と
は

火
災
や
犯
罪
も
起
こ
り
え

る
。
加
え
て
町
自
体
の
信
頼

や
信
用
、
美
的
景
観
を
損
な

い
、
公
共
の
秩
序
が
保
て
な

く
な
る
。
私
個
人
と
し
て
は

何
度
か
通
告
し
対
応
の
な
い

場
合
、
町
で
処
理
し
土
地
所

有
者
に
請
求
す
る
よ
う
な
強

め
の
指
導
も
考
え
て
い
る
。

７
月
か
ら

各
小
中
学

校
、
保
育

園
、
児
童

館
な
ど
　11

か
所
を
週
１
回
測
定
、
町
内

０
・
　
～
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

07

08

シ
ー
ベ
ル
ト
ぐ
ら
い
で
あ

り
、
国
基
準
値
の
屋
外
で

３
・
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
を
各
測
定
場
所
で
大
幅
に

下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
群
馬

県
発
表
３
月
　
日
原
発
事
故

11

前
か
ら
震
災
ま
で
の
空
間
放

射
線
量
は
０
・
　
～
０
・
０

09

　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

49測
定
値
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

後
継
者
不
足
で
耕
作
放
棄
地
増
加

そ
の
対
策
は

 
                                     

問
・
農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
を
背
景
に
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
る
。
管
理
不
足

の
放
棄
地
に
は
雑
草
が
茂

り
、
交
通
の
妨
げ
や
不
法
投

棄
の
場
所
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。耕
作
放
棄
地
の
対
策
は
。

答
・
産
業
振
興
課
長
　
　
年
の
調

21

査
で
は
　
佐
の
耕
作
放
棄
地

25

を
確
認
。
今
後
、
毎
年
現
地

調
査
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。
雑
草
の
処
理
は
、
基
本

的
に
は
土
地
の
所
有
者
に
管

き
れ
い
ご
と
で
あ
り
、
原
子

力
発
電
の
ウ
エ
ー
ト
は
高
く
、

即
時
に
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
産

業
が
後
退
す
る
こ
と
な
く
、

総
合
的
に
勘
案
し
て
あ
る
程

度
の
期
間
を
お
い
て
徐
々
に

撤
廃
す
べ
き
と
考
え
る
。

飛
散
さ
れ
た
放
射
性
物
質

明
確
な
デ
ー
タ
で
示
す
こ
と

 
                                     

問
・
事
故
に
よ
り
飛
散
さ
れ
た
放

射
性
物
質
、
広
が
る
放
射
能

汚
染
。
目
に
見
え
な
い
相
手

と
の
戦
い
が
続
い
て
い
る

が
、
安
全
安
心
な
生
活
に
戻

す
に
は
細
か
な
測
定
と
明
確

な
デ
ー
タ
で
示
す
こ
と
が
大

事
。
測
定
す
る
場
所
、
時
間

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
想

定
し
継
続
的
に
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
。

答
・
環
境
水
道
課
長
　
空
間
放
射

性
物
質
測
定
器
５
台
購
入
、

県
８
万
円
の
助
成
。
申
請
状

況
は
、
　
年
　
件
、
　
年
７

22

33

23

月
ま
で
に
　
件
の
申
請
が
あ

21

る
。

問
・
上
毛
新
聞
社
・
　
市
町
村
長

35

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
行
方
」
と
題

し
原
子
力
発
電
と
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
結
果
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
回
答
は
ほ
ぼ

「
太
陽
光
発
電
の
推
進
」
と

あ
る
。
原
発
に
関
し
て
、「
撤

退
反
対
」と
答
え
て
い
る
が
。

答
・
町
長
　
質
問
に
原
発
撤
退
反

対
と
答
え
た
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
撤
退
す
べ
き
か
」

と
の
問
い
に
「
い
い
え
」
と

答
え
た
。
一
般
論
と
し
て
、

全
廃
の
方
が
抵
抗
が
な
い

が
、「
は
い
」「
い
い
え
」の
二

者
選
択
か
ら
や
む
を
得
な
く

「
い
い
え
」と
答
え
た
こ
と
が

反
対
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。

原
発
を
即
時
全
廃
す
べ
き
は

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

助
成
の
申
請
状
況
は

 
問
・
原
発
事
故
を
き
っ
か
け
に
原

子
力
発
電
の
有
無
、
脱
原
発

か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
町

で
は
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
の
助
成
を
し
て

い
る
が
交
付
要
綱
、
申
請
状

況
は
。

答
・
環
境
水
道
課
長
　
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
助
成
は

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
出
力

１
鯵
に
つ
き
２
万
５
千
円
、

上
限
　
万
円
を
支
給
。
た
だ

10

し
、
集
合
住
宅
は
除
く
。
さ

ら
に
国
　
万
１
，６
０
０
円
、

20

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

後
継
者
不
足
で
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、対
策
を
！

一

般

質

問

議会２日目
９月８日昭

②
延
山
　
宗
一
　
議
員

▲町内各所で見られる耕作放棄地
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◆一般質問

管
部
署
を
始
め
と
し
て
全
庁

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
町
民
の
協
力
は
、「
民
俗

文
化
伝
承
士
」
や
「
水
場
の

風
景
を
守
る
会
」
を
核
と
し

て
、
町
全
体
で
風
景
保
存
を

目
指
す
住
民
組
織
を
構
築
す

る
。
行
政
サ
イ
ド
は
、
国
・

県
を
始
め
関
係
機
関
と
連

携
・
調
整
を
図
り
推
進
す
る
。

ま
た
、
役
場
行
政
組
織
で
は

中
期
計
画
・
都
市
計
画
・
風

景
計
画
等
調
整
を
図
り
具
体

的
な
実
効
計
画
を
立
案
す
る
。

今
後
の
将
来
展
望
は

 
問
・
水
場
景
観
の
保
存
計
画
は
２

０
０
８
年
に
刊
行
さ
れ
、
さ

ら
に
２
０
１
１
年
に
そ
の
改

訂
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
計

画
書
で
は
な
く
、
水
場
景
観

保
存
の
提
言
書
的
な
意
味
合

い
が
強
い
。
景
観
選
定
を
目

指
し
て
作
成
し
た
保
存
計
画

き
る
体
制
づ
く
り
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
行

政
の
役
割
も
重
要
と
考
え
る

が
、
地
域
住
民
の
協
力
と
地

域
を
守
る
意
識
の
醸
成
が
必

要
で
あ
る
。

答
・
町
長
　
文
化
的
景
観
は
見
た

目
の
美
し
さ
よ
り
も
そ
の
土

地
で
生
み
出
さ
れ
た
生
活
の

知
恵
、
歴
史
が
理
解
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ

活
動
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て

い
る
。貴
重
な
景
観
を
保
全
・

維
持
す
る
た
め
行
政
・
住
民

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
。

問
・
次
世
代
を
担
う
小
中
学
生
に

対
す
る
重
要
文
化
的
景
観
の

重
要
性
の
教
育
は
。

答
・
教
育
長
　
現
状
は
副
読
本
等

を
通
し
て
、
当
町
の
歴
史
や

文
化
を
学
習
す
る
時
間
を
設

け
て
い
る
。

の
推
進
は
、
こ
こ
３
年
間
具

体
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
な
る
。
今
後
の
将
来
展

望
は
。

答
・
教
育
長
　
こ
の
保
存
計
画
書

は
学
術
的
に
は
貴
重
な
も
の

だ
と
理
解
で
き
る
。
提
言
書

的
な
意
味
合
い
が
強
く
、
今

後
具
体
的
行
動
が
取
れ
る
よ

う
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

問
・
町
内
外
に
景
観
選
定
の
Ｐ
Ｒ

を
考
え
る
な
ら
ば
、
行
政
も

地
域
住
民
も
認
め
る
象
徴
的

な
シ
ン
ボ
ル
地
域
を
作
っ
て

推
進
す
べ
き
と
提
言
し
て
い

る
が
。

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
シ

ン
ボ
ル
的
な
象
徴
は
、「
谷
田

川
景
観
」
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
谷
田
川
沿
い
は
、
祖

先
が
水
と
の
生
活
の
中
で
深

く
か
か
わ
っ
て
き
た
場
所
で

あ
り
歴
史
が
あ
る
。
自
然
環

境
も
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
に
よ
っ
て
保
存
活
動
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
急
務

 
問
・
各
行
政
区
内
に
あ
る
歴
史

的
・
文
化
的
に
価
値
あ
る
景

観
を
地
域
の
住
民
が
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
住

民
に
よ
っ
て
保
存
活
動
が
で

介
さ
れ
て
い
る
が
、
町
民
の

関
心
は
薄
い
。
今
後
の
広
報

活
動
は
。

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ト
ッ
プ

に
位
置
づ
け
す
る
。
今
回
　70

か
所
が
選
定
さ
れ
て
い
る

が
、
地
図
と
写
真
・
解
説
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
屋

外
告
知
に
つ
い
て
は
懸
垂
幕

を
町
内
の
主
要
施
設
に
掲
示

す
る
。

問
・
重
要
文
化
的
景
観
は
全
国
で

　
か
所
が
選
定
さ
れ
て
い

24る
。
地
元
関
係
者
以
外
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
広

報
活
動
の
難
し
さ
が
課
題
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
町

で
も「
水
場
景
観
保
存
計
画
」

が
刊
行
さ
れ
、
多
額
の
経
費

が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
他
の

計
画
書
同
様
そ
の
実
効
性
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今

後
の
工
程
は
。

答
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
主

板
倉
町
の
水
場
景
観

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

 
問
・
板
倉
町
の
水
場
景
観
が
国
の

重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ

れ
た
。
町
長
の
感
想
は
。

答
・
町
長
　
関
東
初
で
あ
り
、
町

の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
つ
。歴
史
的
・

文
化
的
財
産
と
地
域
の
開
発

の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
考
え

て
い
き
た
い
。
当
町
の
水
場

形
成
は
水
害
と
の
戦
い
の
中

で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
の
町
の
開
発
の
中
で
負

の
イ
メ
ー
ジ
の
部
分
も
あ

る
。
広
報
に
つ
い
て
は
十
分

配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

問
・
選
定
は
、「
広
報
い
た
く
ら
」

や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

「
水
場
景
観
保
存
計
画
」
の
具
体
的
な
推
進
を
！

象
徴
的
な
シ
ン
ボ
ル
地
域
を
作
っ
て
推
進
す
べ
き

一

般

質

問

議会２日目
９月８日昭

③
小
森
谷
幸
雄
　
議
員

▲町内の主要施設で関東初をＰＲ
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小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度
を

導
入
し
町
内
事
業
者
の
活
力
を
！

 
                                     

問
・
町
が
発
注
（
随
意
契
約
）
し

た
工
事
、
修
繕
、
物
品
購
入

の
全
体
額
と
町
内
業
者
へ
の

発
注
額
は
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
　
年
度
の

22

実
績
で
、
工
事
、
修
繕
、
物

品
の
購
入
等
合
わ
せ
て
１
億

１
，
２
５
５
万
円
。
こ
の
内
、

町
内
業
者
へ
の
発
注
額
が

４
，
４
３
４
万
円
で
　
・
４

39

％
、
町
外
業
者
へ
の
発
注
が

　
・
６
％
で
あ
る
。

60

問
・
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制

度
を
創
設
し
、
町
内
の
個
人

事
業
者
よ
り
物
品
の
購
入
・

工
事
等
を
積
極
的
に
発
注
す

る
考
え
は
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
町
と
し
て

う
ま
く
進
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
早
急
に
研
究
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

解
を
聞
き
た
い
。

答
・
町
長
　
東
北
の
地
震
、
津
波

を
経
験
し
て
人
間
の
力
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
を
痛
切
に

感
じ
た
。
想
定
以
上
の
こ
と

が
起
こ
っ
た
場
合
ど
う
に
も

な
ら
な
い
。
限
り
な
く
起
こ

ら
な
い
確
率
の
た
め
に
全
力

的
に
投
資
を
す
る
の
は
現
実

論
で
は
な
い
。
調
和
の
と
れ

た
形
で
考
え
て
い
き
た
い
。

答
・
総
務
課
長
　
想
定
以
上
の
も

の
が
来
た
と
き
に
は
、
い
ち

早
く
避
難
し
て
い
た
だ
く
、

現
実
に
行
動
に
移
せ
る
よ
う

見
直
し
の
主
眼
に
置
い
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
・
防
災
計
画
の
見
直
し
時
期
は
。

答
・
総
務
課
長
　
来
年
度
い
っ
ぱ

い
ぐ
ら
い
に
成
文
化
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
・
見
直
し
の
重
点
を
避
難
に
お

く
こ
と
は
、
行
政
の
役
割
と

し
て
正
確
な
情
報
を
早
く
住

民
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
手
段
と
し
て
防
災
無
線

の
設
置
は
。

答
・
町
長
　
災
害
情
報
の
伝
達
に

つ
い
て
は
、
今
、
日
本
中
が

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
っ
て

い
る
。
情
報
機
器
も
さ
ら
に

開
発
さ
れ
る
と
思
う
。
防
災

無
線
も
含
め
さ
ら
に
検
討
を

加
え
た
い
。

頼
性
の
高
い
県
企
業
局
が
、

し
っ
か
り
と
造
成
し
た
た
め

液
状
化
が
な
か
っ
た
。
今
の

現
状
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

防
災
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り

実
効
性
の
高
い
計
画
が
課
題

 
問
・
防
災
計
画
の
見
直
し
に
あ
た

り
、
い
か
に
実
効
性
の
高
い

計
画
を
つ
く
る
か
が
課
題
と

考
え
る
。
ど
ん
な
災
害
を
想

定
し
て
見
直
し
す
る
の
か
見

化
に
よ
る
家
屋
の
被
害
は
な

か
っ
た
の
か
。

答
・
総
務
課
長
　
家
屋
に
直
接
的

に
液
状
化
が
影
響
し
て
被
害

が
出
た
と
い
う
報
告
は
受
け

て
い
な
い
。

問
・
東
武
線
沿
線
で
板
倉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
同
規
模
の
開
発
を

行
っ
た
南
栗
橋
等
に
お
い
て

は
液
状
化
に
よ
り
多
く
の
家

屋
や
、道
路
に
被
害
が
出
た
。

な
ぜ
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
被
害
が
な
か
っ
た
の
か
、

町
・
県
企
業
局
で
検
証
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
今
後
の
企
業

誘
致
、
住
宅
の
販
売
促
進
に

安
全
性
の
高
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
と
思
う
が
。

答
・
総
務
課
長
　
改
め
て
、
具
体

的
に
な
ぜ
液
状
化
が
起
こ
ら

な
か
っ
た
か
検
証
は
し
て
い

な
い
。

答
・
町
長
　
ま
さ
に
ご
指
摘
の
と

お
り
だ
と
思
っ
て
い
る
。
信

災
害
に
強
い
、
安
全
、
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

 
問
・
東
日
本
大
震
災
、
台
風
　
号
12

の
本
町
へ
の
被
害
状
況
は
。

答
・
総
務
課
長
　
東
日
本
大
震
災

の
関
係
は
、
住
宅
の
瓦
等
の

損
壊
２
４
３
棟
、
ほ
か
に
公

共
施
設
、
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
・
各
小
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス

等
の
被
害
が
出
た
。
町
に
一

番
の
影
響
が
あ
っ
た
の
は
、

一
昼
夜
に
わ
た
っ
て
の
停

電
、
一
部
地
域
の
断
水
で

あ
っ
た
。
ま
た
震
災
当
日
、

各
公
民
館
に
避
難
さ
れ
た
方

が
　
名
で
し
た
。
台
風
　
号

20

12

の
被
害
は
な
か
っ
た
。

問
・
町
で
一
番
心
配
さ
れ
た
液
状

災
害
か
ら
町
民
を
守
る
防
災
計
画
の
見
直
し
を
！

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度
を
導
入
し
活
力
を

一

般

質

問

議会２日目
９月８日昭

④
今
村
　
好
市
　
議
員

▲各小学校で水防学校開催

▲液状化の被害なし、今後の販売戦略に
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◆一般質問

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
へ
の
　40

億
円
余
の
投
資
分
も
帳
消
し

に
し
て
、
実
質
無
借
金
財
政

と
な
っ
て
い
る
。
借
金
返
済

額
も
　
年
度
約
７
億
円
、
　

21

22

年
度
７
億
円
、
　
年
度
６
億

23

円
か
ら
　
年
度
４
億
円
、
　

24

25

年
度
４
億
円
、
　
年
度
３
億

26

円
と
今
後
各
年
度
３
億
円
も

大
幅
減
額
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
来
年
度
以
降
も
平
常

で
あ
る
と
い
う
前
提
で
、
現

状
の
よ
う
な
堅
実
な
財
政
運

営
を
続
け
る
と
財
政
収
支
に

大
分
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
筈

で
あ
る
。
毎
年
３
億
円
も
の

借
金
返
済
の
減
額
見
込
み
を

踏
ま
え
て
の
　
年
度
以
降
の

24

財
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
議
員
指
摘

の
よ
う
な
仮
定
に
立
て
ば
、

確
か
に
起
債（
借
金
）の
償
還

（
返
済
）も
だ
ん
だ
ん
減
少
し

て
い
る
。
投
資
に
回
せ
る
金

答
・
町
長
　
毎
年
毎
年
の
努
力
の

結
果
、
あ
る
い
は
今
年
度
の

よ
う
に
予
期
せ
ぬ
内
容
の
余

剰
金
も
出
て
い
る
の
で
、
議

員
指
摘
の
よ
う
に
黒
字
を
目

指
す
ば
か
り
が
能
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

こ
と
で
、
そ
う
遠
く
な
い
う

ち
に
役
場
の
建
設
も
可
能
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

役
場
の
適
正
規
模
、
場
所
、

予
算
な
ど
を
昨
年
か
ら
真
剣

に
考
え
、
調
査
に
入
ら
せ
て

い
る
。
数
少
な
い
行
政
で
行

う
　
億
単
位
の
投
資
の
経
済

10
効
果
を
考
え
る
と
き
、
例
え

ば
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
役
場

を
建
設
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
が
起
爆
剤
と
な
っ
て

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
に

ど
の
よ
う
な
相
乗
効
果
を
も

た
ら
す
か
な
ど
も
含
め
て
考

え
て
い
る
。
場
所
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
に
も
議
会

に
も
真
剣
に
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

も
増
え
て
い
る
。
今
一
番
考

え
て
い
る
こ
と
は
、
町
長
の

指
示
に
よ
り
庁
舎
の
建
て
替

え
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し

て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
貯
金
を
残
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
議
員

が
考
え
て
い
る
ほ
ど
投
資
に

は
回
せ
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

庁
舎
建
て
替
え
財
源
は

十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
は

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
・
平
成
　
年
度
決
算
、
土
地
開

22

発
公
社
か
ら
土
地
を
５
億
５

千
万
円
で
買
い
取
っ
て
も
な

お
か
つ
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
は
７
億
８
千
万
円
の
黒

字
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
後

毎
年
３
億
円
も
の
借
金
返
済

の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
。
そ

う
い
う
財
源
を
充
て
れ
ば
、

町
長
が
以
前
か
ら
職
員
に
指

示
し
て
い
る
庁
舎
建
て
替
え

も
、
そ
の
う
ち
で
な
く
来
年

か
ら
で
も
着
手
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
合
併
を

視
野
に
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
駅

周
辺
活
性
化
も
見
据
え
て
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
多
目
的
な
庁

舎
建
て
替
え
の
検
討
か
ら
実

行
の
段
階
へ
前
進
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

わ
れ
る
。
そ
の
不
要
が
見
込

ま
れ
る
予
算
の
使
い
道
に
つ

い
て
。

答
・
町
長
　
国
保
会
計
の
赤
字
穴

埋
め
に
支
出
予
定
し
て
い
た

予
算
が
、
支
払
基
金
か
ら
の

増
額
交
付
と
い
う
形
の
中
で

国
保
会
計
が
黒
字
と
な
っ
た

た
め
に
不
用
と
な
っ
た
。
そ

の
不
用
と
な
っ
た
予
算
を
ど

こ
か
へ
使
え
と
い
う
議
員
の

考
え
方
は
何
と
な
く
分
か
る

気
も
す
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
１
億
円
余
っ
た
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
我
が
町
は
幾
ら
で

も
金
の
使
い
道
は
あ
る
。
端

的
に
言
え
ば
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

実
質
借
金
ゼ
ロ
下
の

財
政
運
営
は

 
問
・
一
般
会
計
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
、
こ
の
　
年
間
で

10

総
計
　

億
円
の
黒
字
で

47

不
用
見
込
み
の

予
算
の
使
い
方
は

 
問
・
　
年
度
決
算
・
国
保
会
計
の

22赤
字
を
一
般
会
計
で
穴
埋
め

す
る
予
定
で
あ
っ
た
約
１
億

２
千
万
円
が
不
用
と
な
っ

た
。
国
保
会
計
が
支
払
基
金

（
厚
労
省
の
特
殊
法
人
）
か

ら
の
前
期
高
齢
者
医
療
交
付

金
約
２
億
２
千
万
円
が
４
億

２
千
万
円
と
幸
運
な
こ
と
に

２
億
円
も
増
額
と
な
り
、
黒

字
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

支
出
予
定
で
あ
っ
た
予
算
が

不
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
年
度
も
国
保
会
計
へ
の
赤

23字
穴
埋
め
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
不
用
に
な
る
と
思

役
場
庁
舎
建
て
替
え
候
補
地
の
検
討
は

合
併
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
商
業
地
活
性
化
も
視
野
に

一

般

質

問

議会２日目
９月８日昭

⑤
青
木
　
秀
夫
　
議
員

▲Ｓ33年に建てられた本庁舎
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９月　
定例
議会 

平
成
　
年
度

22

決
算（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）を

認
定
し
ま
し
た

監
査
委
員
の
意
見
書
と
共
に
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

22

会
計
（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

決 算 審 査 意 見 書

【審査期日　平成23年８月17日昌　監査委員　美瀬博通　荻野美友】

総括的意見　平成22年度においては、一般会計及び特別会計を通じて、歳入歳出

決算はその計数に誤りがなく、帳簿、証憑書類も整備されており、会計経理は適

切であります。総体として、財政も健全に運営されており、有効かつ適切な予算

の執行によって、町民福祉の向上と地域社会の発展に努力されており、行政目的

が大方達成されたものと評価いたします。

　今後、地方分権、行財政改革を推進していくうえで、これらの趣旨を十分認識

し、健全な財政運営の堅持になお一層の努力を期待するものであります。

決 算 額

９/16最終日

【１．一般会計】
歳入総額 67億1,376万4,877円
歳出総額 58億2,551万7,893円
差引残額 ８億8,824万6,984円
【２．老人保健特別会計】
歳入総額 1,987万4,452円
歳出総額 1,987万4,452円
差引残額 0円
【 ３．後期高齢者医療特別会計】
歳入総額 １億1,481万3,432円
歳出総額 １億1,037万9,890円
差引残額 443万3,542円
【 ４．国民健康保険特別会計】
歳入総額 20億7,335万6,404円
歳出総額 19億0,110万6,636円
差引残額 １億7,224万9,768円
【 ５．介護保険特別会計】
歳入総額 10億3,117万8,039円
歳出総額 10億0,734万4,332円
差引残額 2,383万3,707円
【 ６．下水道事業特別会計】
歳入総額 ２億0,235万0,611円
歳出総額 １億8,707万1,573円
差引残額 1,527万9,038円
【 ７．水道事業会計】
収益的収入 ３億3,276万4,245円
収益的支出 ３億0,741万2,819円
資本的収入 １億4,777万4,000円
資本的支出 ２億6,013万0,461円

使ったお金使ったお金はは
いくらなの　　いくらなの？？

（一般会計（一般会計））
５５８８億億

２千５２千５百百万円万円

議
案
第
　
号
53

平
成
　
年
度
板
倉
町
一
般
会

22

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
１
市
２
町
で
進
め
て
い
る
ご
み

処
理
施
設
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

土
地
取
得
の
関
係
及
び
施
設
の
分

担
、
役
割
に
つ
い
て
は
。
こ
の
ほ

か
に
町
道
整
備
に
つ
い
て
、
陳
情

件
数
の
状
況
と
、
そ
れ
に
対
す
る

道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
１
市
２
町
の
ご
み
処
理
施
設
の

進
捗
状
況
で
す
が
、
館
林
市
で
焼

却
施
設
、
板
倉
町
で
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
、
明
和
町
で
最
終
処
分

場
と
い
う
こ
と
で
決
定
し
て
い

る
。
今
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
っ
て
業
者
を
選
定
し
設
計
を

し
て
い
く
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

建
物
が
あ
る
の
で
、
壊
し
て
建
て

る
の
か
、
そ
の
ま
ま
の
敷
地
の
中

に
建
て
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
費

用
対
効
果
を
考
え
て
検
討
し
て
い

く
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
年
度
３
月
末
の
陳
情
件
数
は
、

23
　
件
あ
る
。
路
線
数
に
つ
い
て
は
、

61　
路
線
で
こ
の
う
ち
着
手
し
て
い

54る
路
線
は
、
　

路
線
と
な
っ
て
い

24

る
。
道
路
整
備
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
生
活
圏
道
路
を
中
心
に
整

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
陳
情
件
数
も
多
く
あ
る

の
で
、
少
し
で
も
住
民
の
要
望
に

こ
た
え
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
小
森
谷
議
員

Ａ
環
境
水
道
課
長

Ａ
都
市
建
設
課
長

一
般
会
計

主
な
質
疑
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◆決算認定（平成22年度　一般会計質疑）

　
橋
梁
維
持
事
業
に
つ
い
て
、　22

件
の
点
検
を
委
託
し
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分

か
っ
た
の
か
。
今
後
の
対
応
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
か
ら
農

産
物
直
売
所
季
楽
里
の
売
り
上
げ

が
下
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
が

そ
の
辺
の
こ
と
が
分
か
れ
ば
。

　
こ
れ
ま
で
は
橋
梁
の
関
係
に
つ

い
て
は
古
く
な
っ
て
か
ら
橋
梁
を

架
け
替
え
を
す
る
と
い
う
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た
が
、
小
ま
め
に
橋

梁
の
点
検
を
行
い
、
長
く
利
用
し

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
か
ら
で
き

た
事
業
で
あ
る
。
橋
長
　
ｍ
以
上

15

の
　
の
橋
梁
が
対
象
で
老
朽
化
、

22
ひ
び
割
れ
等
が
発
生
し
て
い
る
所

を
優
先
に
　
年
度
中
に
計
画
を
つ

23

く
り
、
そ
の
後
補
修
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

　
農
産
物
直
売
所
季
楽
里
の
売
り

上
げ
が
、
年
々
減
少
し
て
い
る
の

が
現
状
に
な
っ
て
い
る
。
町
で
も

イ
ベ
ン
ト
を
取
り
組
ん
で
、
お
客

様
を
で
き
る
限
り
呼
び
込
も
う
と

し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
有
効
策

が
な
い
の
で
苦
慮
し
て
い
る
。
引

き
続
き
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
町
長
就
任
以
来
、
合
併
推
進
で

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
や
ら

れ
て
き
た
の
か
。
今
後
、
ど
う
い

う
方
向
で
進
め
て
い
く
の
か
。
町

長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。
も
う
１

点
は
、
町
長
は
庁
舎
に
つ
い
て
具

体
的
に
内
部
検
討
を
指
示
し
て
い

る
と
い
う
話
だ
が
、
庁
舎
建
設
基

金
等
の
財
源
を
き
ち
ん
と
確
保
し

て
い
か
な
い
と
町
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
公

表
し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
１
市
１
町
の
合

併
に
は
　
％
が
賛
成
、
１
市
２
町

16

の
合
併
で
あ
れ
ば
　
％
が
賛
成
と

47

な
っ
た
。こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

館
林
市
、
明
和
町
に
も
報
告
を
し

て
い
る
。
当
初
、
合
併
に
つ
い
て

は
、
板
倉
町
が
呼
び
か
け
た
話
で

は
な
い
の
で
、
館
林
市
が
ど
う
い

う
動
き
を
す
る
の
か
、
こ
の
１
年

間
は
静
観
し
て
き
た
。

　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁
舎

建
設
基
金
に
積
む
こ
と
も
当
然
の

こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
財
政
調
整
基

金
に
積
み
込
ん
で
お
い
た
ほ
う
が

い
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。

来
年
以
降
、
庁
舎
建
設
基
金
へ
積

み
立
て
て
い
く
方
向
で
進
め
た
い
。

　
自
然
環
境
調
査
事
業
と
あ
る
が

具
体
的
ど
う
い
っ
た
調
査
を
し
た

の
か
。
県
内
で
も
珍
し
い
 蝶
 や
植

ち
ょ
う

物
の
標
本
が
あ
る
が
、
管
理
や
保

存
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
今
後
の
活
用
を
伺
い
た
い
。

　
事
業
の
中
味
は
、
植
物
標
本
の

整
理
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
松

澤
先
生
へ
の
謝
金
、
標
本
の
整
理

を
す
る
と
き

の
消
耗
品
等

に
な
っ
て
い

る
。
今
後
の

管
理
保
存
に

つ
い
て
、 蝶
 

ち
ょ
う

の
標
本
は
整

理
が
つ
い
て

い
る
。
植
物
標
本
に
つ
い
て
は
、

整
理
で
き
な
い
ま
ま
相
当
残
っ
て

い
る
。
緊
急
雇
用
を
活
用
し
、
半

年
間
の
内
に
集
中
的
に
整
理
す
る

よ
う
計
画
中
で
あ
る
。
今
後
の
活

用
面
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
方

策
は
立
て
て
な
い
が
、
学
校
等
の

教
材
や
公
民
館
の
学
習
活
動
等
へ

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
乗
車
し
な
が
ら
路
線
変

更
の
検
討
を
し
て
い
く
と
あ
っ
た

が
、
い
つ
ご
ろ
変
更
す
る
の
か
。

ま
た
小
学
校
の
運
動
会
が
開
催
さ

れ
る
が
、
こ
の
暑
さ
を
考
え
る
と

時
期
を
遅
ら
せ
て
開
催
し
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
路
線
バ
ス
の
立
ち
上
げ
か
ら
か

か
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生

で
地
域
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
方
。

現
場
調
査
を
し
て
、
全
体
計
画
の

中
で
見
直
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。
変
更
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
意
見
も
い
た
だ
き

な
が
ら
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
郡
・
県
の
小
学
校
記
録
会
が
あ

る
た
め
、
運
動
会
の
日
程
が
一
週

間
早
ま
っ
た
。
町
だ
け
で
は
な
い

の
で
、
郡
教
育
長
会
等
で
相
談
し

て
い
き
た
い
。

　
公
用
車
に
つ
い
て
、
長
期
的
な

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
た
と

き
に
古
い
車
を
廃
車
し
て
、
燃
費

の
良
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
へ
の
移

行
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

　
公
用
車
に
つ
い
て
、
経
費
面
も

含
め
て
、
計
画
的
に
更
新
を
図
っ

て
行
き
た
い
。

　
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
、

ど
う
し
て
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
起
債
の
目
的
、
そ
の

理
由
を
伺
い
た
い
。

　
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
本
来
で

あ
れ
ば
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付

さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
国
の
財
源

不
足
に
よ
っ
て
国
か
ら
交
付
が
直

接
で
き
な
い
も
の
を
市
町
村
が
肩

代
わ
り
し
て
借
り
入
れ
る
も
の
で

あ
る
。
目
的
に
つ
い
て
は
、
何
に

で
も
使
え
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

職
員
の
給
与
、
議
員
歳
費
に
も
充

当
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
都
市
建
設
課
長

Ｑ
今
村
議
員

Ａ
総
務
課
長

Ｑ
黒
野
議
員

Ａ
産
業
振
興
課
長

Ｑ
青
木
議
員

Ａ
栗
原
町
長

Ａ
教
育
委
員
会
事
務
局
長

Ｑ
荒
井
議
員

Ｑ
川
野
辺
議
員

Ａ
鈴
木
教
育
長

Ｑ
延
山
議
員

Ａ
企
画
財
政
課
長

Ａ
総
務
課
長
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◆陳情・議長エッセイ・その他

▲陳情箇所を現地調査する産業建設生活常任委員会

町民と議会をつなぐ議会だより

議会広報研修会
　９月26日俄、県下の町村

議会広報委員が一堂に介し

た議会広報研修会が開催さ

れ、当町議会広報特別委員

会委員５人が参加して、親しみやすく分かりやすい紙面

作りに向け受講しました。

教育環境対策の一環として、議会と板高の交流

板高稲刈り体験
　10月３日俄、板倉高校２年

生35人が板高特別委員会委員

５人及び農業指導員のもとで

稲刈り体験をしました。

議長室エッセイ
　トイレの神様の曲で昨年大ヒットした植村花菜さんを

輝くようにしたのは、おばあちゃんが立派であったと思

います。この歌詞には『小３の頃からなぜだかおばあちゃ

んと暮らしてた　毎日お手伝いをしていた　でもトイレ

掃除だけが苦手な私におばあちゃんがこう言った　トイ

レにはそれはそれはきれいな女神様がいるんやで　だか

ら毎日キレイにしたら女神様みたいにべっぴんさんにな

るんやで』。このおばあちゃんの一言で、その日からトイ

レをピカピカにし始めたということです。おばあちゃん

が夢や目標を与えたことで、進んでトイレ掃除をするよ

うになったそうです。学びは、学校だけではありません。

家庭でそして、地域で学ぶことが多いです。少子高齢化

社会が進展していく中で、経験豊富なおじいちゃんおば

あちゃんから得るものは大きいと思います。町には、名

人のおじいちゃんおばあちゃんがたくさんいます。子ど

も達は、遊びはもとより、お手伝いそして様々な体験か

ら学び、生きる力をつけていくものと思います。

「生きる力」はじぃじ、ばぁばから 議長　野中嘉之

小さいボールから大きい玉までリレーでつなぐ

町民体育祭参加
　10月９日蚊、秋晴れのな

か第47回町民体育祭が板倉

中学校校庭で開催されまし

た。町議会議員も町執行部

と一緒に、ボールカルテッ

トリレーで参加して、心地よい汗を流しました。

各
常
任
委
員
会

陳
　
情

◆
核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
　
世
21

紀
を
築
く
た
め
の
２
０
１
１
年
非

核
平
和
行
進
要
請
書

陳
情
者
　
２
０
１
１
年
非
核
平
和

行
進
群
馬
県
実
行
委
員
会
代
表

猪
上
輝
雄
他
７
名

結
果
　
継
続
審
査

（
要
旨
）
東
日
本
大
震
災
は
、
激
震

と
津
波
で
、
太
平
洋
沿
岸
各
県
を

中
心
に
甚
大
な
人
的
・
物
的
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
地
震
は

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
で
の
原
発

事
故
を
引
き
起
こ
し
、
放
射
性
物

質
を
周
辺
地
域
や
海
洋
に
放
出
、

汚
染
さ
せ
ま
し
た
。
改
め
て
、「
核

と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」
こ
と

を
訴
え
、
脱
原
発
、
原
発
に
依
存

し
な
い
社
会
に
向
か
っ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
根
本
的
に
転
換
す

る
よ
う
、
求
め
ま
す
。
一
方
、
核

軍
縮
は
進
ま
ず
、
廃
絶
へ
の
道
は

先
が
見
え
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
ア

メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
か
ら
抜
け

出
し
、非
核
三
原
則
の
法
制
化
で
、

核
廃
絶
の
取
り
組
み
の
先
頭
に
立

つ
よ
う
、
求
め
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
内
容
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
全

国
行
進
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
貴

自
治
体
並
び
に
議
会
等
に
対
応
く

だ
さ
る
よ
う
、要
請
い
た
し
ま
す
。

（
要
請
項
目
）
①
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
へ
の
加
入
　
②
非
核
三

原
則
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

採
択
な
ど
８
項
目
の
要
請
。

◆
町
道
２
２
７
６
・
２
２
７
９
号

線
道
路
拡
幅
整
備
に
つ
い
て
の
陳

情陳
情
者
　
第
　
行
政
区

15

　
　
　
　
副
区
長
　
前
澤
博
之

結
果
　
一
部
採
択

（
要
旨
）町
道
は
、現
況
幅
員
が
２
・

５
ｍ
と
狭
く
、
農
耕
車
両
等
の
通

行
に
非
常
に
困
難
を
き
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
道
路
は
、
墓
地
へ
の

参
道
も
兼
ね
て
お
り
通
行
に
不
便

を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
拡
幅
と

な
る
道
路
用
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
附
す
る
の
で
、
早
期
に
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。
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米
の
一
大
生
産
地
で
群
馬
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
呼
ば
れ
る
当
町
に
も

富
山
県
産
の
種
も
み
が
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

り
、
日
本
一
の
種
も
み
産
地
で
あ

る
富
山
県
砺
波
市
の
「
Ｊ
Ａ
と
な

み
の
」
稲
種
セ
ン
タ
ー
を
視
察
研

修
地
と
し
て
訪
問
す
る
。

　
品
質
の
良
い
種
も
み
を
つ
く
る

た
め
に
、
土
づ
く
り
、
種
子
消
毒
、

病
害
虫
防
除
、異
品
種
混
入
防
止
、

そ
の
他
細
心
の
注
意
を
払
い
、
良

質
の
種
も
み
だ
け
を
厳
選
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
と
、
農
作
物

種
子
法
、農
産
物
検
査
法
に
よ
る
、

大
変
厳
し
い
品
質
管
理
を
両
立
し

な
が
ら
出
荷
を
行
っ
て
い
る
。
稲

種
の
場
合
、
１
反
８
俵
の
収
量
と

さ
れ
、
１
俵
約
２
万
４
千
円
で
取

り
引
き
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
一

般
米
価
格
の
２
倍
位
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
労
力
３
倍
、
コ
ス

ト
２
倍
の
手
間
が
か
か
る
。

　
こ
の
種
も
み
は
、
Ｊ
Ａ
邑
楽
館

林
に
も
出
荷
さ
れ
て
い
る
の
で
さ

ら
に
親
近
感
が
湧
い
て
き
た
。

　
我
が
町
で
も
議
会
改
革
特
別
委

員
会
が
設
立
さ
れ
、
議
員
が
真
剣

に
議
会
改
革
へ
取
り
組
み
始
め
た

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
議

会
改
革
の
先
進
地
を
訪
問
し
研
修

を
行
っ
た
。

　
積
極
的
に
議
会
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
富
山
県
小
矢
部
市
。
当

市
は
、
富
山
県
の
一
番
西
で
県
境

の
市
で
あ
り
、
群
馬
県
の
一
番
東

の
県
境
に
位
置
す
る
当
町
と
似
て

い
る
。
合
併
せ
ず
に
、
単
独
で
市

政
を
運
営
し
て
い
る
。
富
山
県
内

で
一
番
最
初
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

だ
市
。
情
報
の
公
開
、
政
策
活
動

へ
の
多
様
な
市
民
参
加
の
推
進
、

議
員
間
の
自
由
な
討
議
の
展
開
、

大
変
勉
強
に
な
り
、
今
後
の
町
政

に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
委
員
長
　
川
野
辺
達
也
記

７月27日昌～29日晶

業建設生活常任委員会

種もみ日本一＆議会改革

８月３日昌～８月５日晶

務文教福祉常任委員会

文化的景観＆議会改革
［研修先］

・滋賀県

　近江八幡市

・京都府亀岡市

［研修先］

・富山県砺波市

・富山県小矢部市

研修先の亀岡市議会において

土
づ
く
り
な
ど
細
心
の
注
意

良
質
の
種
も
み
だ
け
を
厳
選

種
も
み
日
本
一
へ
の
取
り
組
み「
Ｊ
Ａ
と
な
み
の
」、富
山
で
最
初
に
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
だ「
小
矢
部
市
」

　
雄
大
な
自
然
風
景
は
「
春
色
安

土
八
幡
の
水
郷
」
と
し
て
琵
琶
湖

八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
日
本

の
原
風
景
。

　
全
国
初
の
重
要
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
た
近
江
八
幡
市
に
研
修
。

風
景
へ
の
取
り
組
み
は
、
昭
和
　40

年
代
の
青
年
会
議
所
に
よ
る
八
幡

堀
修
景
保
全
運
動
が
始
ま
り
、
平

成
　
年
風
景
づ
く
り
条
例
を
制
定
、

17
平
成
　
年
１
月
重
要
文
化
的
景
観

18

の
全
国
第
１
号
と
し
て
国
の
選
定

を
受
け
た
。近
江
八
幡
の
水
郷
は
、

西
の
湖
や
、
そ
の
周
辺
に
展
開
す

る
ヨ
シ
原
な
ど
の
自
然
環
境
、
ヨ

シ
産
業
な
ど
の
生
業
や
内
湖
と
共

生
す
る
地
域
住
民
の
生
活
と
深
く

結
び
つ
い
て
発
展
し
た
文
化
的
景

観
で
あ
る
。

　
琵
琶
湖
周
辺
に
は
数
多
く
の
内

湖
が
存
在
、
湖
東
平
野
西
の
湖
か

ら
八
幡
堀
に
か
け
て
は
有
数
の
規

模
を
誇
る
水
郷
地
帯
を
形
成
。
ヨ

シ
地
は
希
少
種
を
含
む
多
く
の
鳥

類
や
散
在
す
る
水
田
、
修
景
保
存

に
よ
っ
て
復
元
し
た
八
幡
堀
、
緑

豊
か
な
里
山
、
伝
統
的
な
建
築
様

式
を
守
る
集
落
が
あ
る
。

　
今
後
、
市
民
の
自
主
的
な
風
景

づ
く
り
を
進
め
、
全
市
域
を
風
景

計
画
区
域
に
指
定
し
て
い
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

　
議
会
運
営
の
基
本
的
な
事
項
を

定
め
る
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し

議
会
改
革
を
進
め
て
い
る
亀
岡
市

議
会
を
訪
問
。

　
基
本
条
例
を
進
め
る
に
つ
い
て
、

議
会
基
本
条
例
特
別
委
員
会
を
設

置
、
条
例
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
や
条
例
案
説

明
会
を
開
催
、
意
見
の
収
集
を
図

り
、
平
成
　
年
　
月
条
例
制
定
へ

22

10

と
結
び
つ
け
た
。

　
議
会
の
役
割
、
議
員
の
役
割
、

市
民
と
議
会
の
関
係
な
ど
を
明
確

に
し
住
民
参
加
と
協
働
の
も
と
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
将
来
に

向
け
た
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
亀
岡
市
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
研
修
で
し
た
。

委
員
長
　
延
山
宗
一
記

全
国
初
の
重
要
文
化
的
景
観
選
定
「
近
江
八
幡
市
」、
議
会
改
革
を
進
め
て
い
る
「
亀
岡
市
」

住
民
参
加
と
協
働
の
も
と

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

地
域
住
民
の
生
活
と
結
び
つ

い
て
発
展
し
た
文
化
的
景
観

合
併
せ
ず
単
独
で
市
政
運
営

い
ち
早
く
議
会
改
革
に

研修先の稲品種試験圃場において

各
常
任
委
員

各
常
任
委
員
会会

研
修
レ
ポ
ー

研
修
レ
ポ
ー
トト

産 総



（12（12））

■発行　群馬県板倉町議会　■発行人　議会議長　野中嘉之　■編集　議会広報特別委員会　〒374 － 0192  群馬県邑楽郡板倉町大字板倉 2067　緯 （0276）82 － 1111

　「
今
は
子
ど
も
が
少
な
い
か
ら
」

よ
く
話
に
出
て
く
る
言
葉
で
す
。

保
育
園
の
統
廃
合
や
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
数
な
ど
、子
ど
も
の
減

少
は
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
少
子
化

の
影
響
と
い
う
だ
け
の
話
で
は
な

く
、
子
ど
も
を
持
つ
若
い
世
代
の

人
た
ち
が
こ
の
町
か
ら
減
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
町
の
人
口
は
　
年
前
と
比
べ

20

て
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
こ
の
状
況
に
あ
る
の
は
、

高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
も
安
定
し
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、『
豊
か
な
町
』
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、
若
者

世
代
を
町
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

企
業
誘
致
に
よ
る
十
分
な
雇
用
政

策
で
、
若
者
に
も
魅
力
あ
る
町
に

す
べ
く
町
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

企

業
誘
致
に
よ
る
十
分
な
雇
用
政
策
を
!

～
若
者
に
も
魅
力
あ
る
町
に
～
 

大
字
大
高
嶋
　
中
根
順
子
さ
ん

災

害
を
未
然
に
防
ぐ
防
災
無
線
設
置
を
！

～
町
民
の「
安
心
」「
安
全
」な
暮
ら
し
～
　
 大
字
海
老
瀬
　
高
橋
忠
男
さ
ん

　
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
９
月
に
は
台
風
　
号
に
よ
る
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被
害
も
各
方
面
に
発
生
し
、
犠
牲

者
と
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

と
思
い
ま
す
。
私
の
住
ま
い
は
海

老
瀬
地
域
で
す
が
、
東
武
日
光
線

と
谷
田
川
及
び
埼
玉
県
加
須
市
北

川
辺
町
と
隣
接
し
て
お
り
ま
す
。

隣
接
し
て
い
る
北
川
辺
町
で
は
、

時
々
防
災
無
線
で
町
民
に
対
し
て
、

き
め
細
か
い
情
報
を
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
、周
知
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。

迅
速
な
情
報
伝
達
は
町
民
に
と
っ

て
も
安
心
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
町
で
も
、
災
害
発
生
時
に
情
報

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
防
災
無
線

設
置
を
検
討
し
て
い
る
と
の
事
で

す
が
、
費
用
と
災
害
防
止
の
効
果

を
踏
ま
え
、
災
害
で
尊
い
命
が
奪

わ
れ
る
事
を
真
摯
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
防
災
無
線
設
置
を
実
施

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
か
ら
小
さ
い
子
ど
も
さ

ん
ま
で
が「
安
心
」「
安
全
」に
暮
ら

せ
る
板
倉
町
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

町 政 へ 一　言
ひ と こ と

　議会の本会議は公開制となっています。会議当日

受付簿に記入していただくだけで、どなたでも自由

に傍聴することができます。今度の定例会（12月議

会）は、12月７日我からを予定しています。

　議会傍聴についてのお問い合わせは、議会事務局

山82-1111　内線511番までお気軽にお電話ください。

　
９
月
定
例
議
会
が
７
日
か
ら
　
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
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成
　
年
度
決
算
等
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

22
　
町
政
の
あ
り
方
、
事
業
の
成
果
、
公
平
公
正
な
税
の
使

い
方
等
、
各
議
員
が
真
剣
に
議
論
し
、
す
べ
て
の
議
案
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
地
方
分
権
が
進
み
、
国
や
県
か
ら
多
く
の
権
限

や
財
源
が
委
譲
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
町
は
自
己
決

定
、
自
己
責
任
に
よ
り
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、財
源
は
十
分
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
は
、
手
厚
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

思
う
よ
う
に
い
か
な
く
な
り
、
政
策
も
選
択
と
集
中
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
堅
実
な
行
政
運
営
は
当
然
で

す
が
、
次
世
代
の
人
達
が
夢
と
希
望
の
も
て
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
今
村
好
市
記
）
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『傍聴してみませんか』
だれでも簡単にできます

“議 会 傍 聴”


